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又
最
後
の
定
義
に
於
て
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へ
分
配
さ
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へ
も
除
外
し
て
®

る
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姐
ふ
に
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れ
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濟
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r p.
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に
於
て
分
配
の
法
則
は
、
自
然
及
び
人 

性
び
« 1

兔
6<

條
伸
に
依
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
.な 

く
し
て
全
然
人
間
の
制
度
の
夫
.れ
に
依
て
決
定
せ
ら
れ 

るQ
:

で
め
る
^

云
ふ
た
論
摅
に
®

い
た
も
の
で
あ
ら
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:

云
々
？(

本
論
十
五
の
前
华
參
照)

S

9
 丫

A

は
ボ
ー
ナ
ー
敎
授
の
所
說
の
.J

部

で

あ

る

が

、

極 

め

て

巧

妙

に

、、、
ル
の
足
義
を
批
評
し
て
®

る
。
勿

^

敎 

授

の

批

評

が

、
W

ら

E
s
s
a
y
s

に

於

げ

る

定

義

こjhv

つ 

て

放

た

れ

て

沿

る

こ

ど

は

斷

る

迄

ち

な

い

。
現

.に
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0
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.

の

如

き

は
、

ミ

ル

の

時

代

に

於

け
る

：

ど
內
容
も
相
違
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た

の

で

あ

る

が

、
兎
に
«
米

國

經

濟

學

者

.間
'の
問
^

ど 

な

^N、

決

し

て

ミ

ル

の

^

足

し

れ

や

ぅ

な

も

の

で

な
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極

め

て
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認
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ら
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叶
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ー
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ス
等
が
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る
け
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も
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‘
は
彼
等
の
批
評
を
紹
介
す
る
餘
裕
が
な
い
。

以
丄
は
ミ
ダ
の
經
濟
舉
の
定
義
に
到
す
る
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解

で

あ
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論
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ル
に
從
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の
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〗
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詳
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せ
.ば
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諸
硏
究
を
實
行
し
、
其
諸

眞
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に

到

達
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可
き
過
程
の
本
質
の
考
察
でJ

は
、

不
可
離
的
に
結
^
せ 

|

ら
れ
る
の
で
め
る
が
、(

註
y

本
論
に
於
て
は
其
前
半 

\

:
の
み
を
紹
介
し
て
後
半
は
全
然
省
略
し
た> 

或
は
夫
l
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\

が
た
め
に
、
ミ\

の
所
說
を
紹
介
す
る
に
不
充
分
な
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\
が
あ
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か
も
知
れ
ぬ
こ
^

を
處
れ
る
。(

了)

\ 

S

I
)

J
.

 

s
.

 

M
i
l
l
,

 

E
s
s
a
y
s

 

o
n 

S
o

m
e

 

u
n

l
k

d

 

Q
a
e
s
t
i
o
a

 

s

 

X

 

.
 

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

o
n
o
m
y
,

 

.
p
p
.

 

i

 

づ

-Cr4
.
.

.

-

£

2
 

w 
op. 

c
i
r
p
p
.

 

I
3
S
6
.

:

;

,

f

f

o

o

) 

o
p
. 

c
irp

p
,
1
3
7
-
4
0
.

(

I L
4 

)

 

o
p
.

 

c

rp
p
.

 
1
4
0
-
4
1
.

£

r

o

.

o

 

y
.

 

w
. 

M
i
l
l
,

 

p
r
i
p
c
i
p
j

父 

o
f p

o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
,

l

!

j

I

(

許
々

0
”
- o

p
v
c
i
t
,
,

 

7 

1
2
6
. 

,
*■ 

;

f
s:
l
:
8

)

w
, 

ぐ 

p
M.
D
o
i
p
l
e
"
, 

Fveli3; R
e
m
p
r

 

が

 s, p.

(

注 

9〕 

J
.

bj
o
a
a
r
' 

philpoopllv and Politicalwconomy, 
V

上 
t
 

.

■

一
 

. 

.

(

ft
lo) 

J. 

w
. 

Ingram, A

 H
i
A
O
I
y

 

of PoUtical 

E
c
o
n
o
m
y
,

0
1
5
; 

p
'
232 .

.

(

訂
1
。

o

p

ocv) 

p
,

 

J4X
I
.

.

:

中

華

民

(1
則

政

の

聲

理

|(

下)

•:;
'
.■
■
■.
;
:
:
:

 

-
.
'I
.

;

:ぃ.、：
'

;
■
プ
.

V
V
.
X

:-:
:

 

. 

.一:'
山
胡

.
‘ィ
ノ
'
己

-

.

任

：

'

__ 

.

第
三
章
'

_

債
の
整
理
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一
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節

外

偾

の
I

 

•
粑
國
に
：於
て
、
歡
十
年
來
殊
に
§

十
餘
年
涞
經
濟 

••
L
h
.
-

- x
:
.は
政
治
上
の
^

カ
^

張
ら
，ん
ビ
し
暴
利
を
{具
^
諸 

外
.
_

ビ
借
•歎
を
以
て
自
己
に
利
益
b

殆
ん
r

借
欵
を
：以 

.て
自
己
の
癖
ど
せ
る
我
货
班
£

、
內
外
相
晔
應
し
て
、
 

經
,

俏
欵
，ビ
云
ひ
、
政
治
借
欵
<5

云
ひ
幾
多
の
：借
欵
を

起

し

、.官

S

5S
人
私
服
を
.肥
す
の
外
.
®>時
費
ビ
云
'は

す

， 

經

常

費

す

云

は

す

、

凡

て

の

經

費

を

借

欵

を

以

て

支

辨 

し

？
借

欵

を

以

て

、

唯

一

無

ニ

0.
政

策

€
し

、
不
知
不 

_

0
間

に
、

國

家

の

基

礎

を

崩

壤

せ

し

め

ん

と

す

る

に 

¥
;れ

り

、
今

試

^
借

欵

ょ

り

我

國

の

受

け

れ

る

損

害

を

： 

擧

ぐ

れ

ば

左

の

如

し

"

i

、
外
债
の
爲
め
|:
連
半
輸
入
超
過
9
勢
か
助
搵
す
る
こ
と 

外
债
か
以V

連
屯
輸
入
餅
過
‘の
籾
か
決
濟
し
不
足
マ
る
や
又
外
愤 

‘
借
り
、
外
愤
の
質
擔
如
蜇
マ
る
に
從
ひ
、
輸
人
超
過
ん
愈
々
！！：！
 

紉
1:
達
し
娲
港
互
|:
因
果
か
な
し
循
淇
已
む
こ
ビ
な
し'

:

ニ
、
外
愤
の
偽
め
に
關
稅
自
丰
柳
か
喪
失
ゼ
る
こ
と

:.
;
三
、
外
愤
り
，爲
めLL

阅
家
の
樞
媒
な
る
财
源
例
へ
ば
關
皦
兩
税
の
如

:

含
外
人
の
手
じ
掌
塯
せ
ら
れ
、
遂
卩
財
政
管
理
.0
端
か
隳
け
る
こ

ノ

.

四
、
外
愤
の
爲
め
ド
、
利
息
、
割9|
、
手
数
料
の
如
さ
財
政
ヒ
莫
大

.

丑
、‘
外
愤
の
：爲
め
に
、
财
政
常
厨
は
、
外
愤
0

.借
入
容
品
な
る
か
以 

て
財
政
上
整
理
ん
怠
れ
る
こ
マ」

、

六
*
外
债
.の
爲
め
ド
、
財
政
の
荻
礎
埚
壞
し
、
國
家
の
信
州
權
威
她 

It
墜
ち
、
遂
|:
-破
鹿
の
悲
述
か
如
致
ぜ
ん
ミ
す
る
|:
杀
れ
り
、

第
十
六
愈(

1
H四

1

3
雜
：
.

0

中
难
民
國
財
政
.

S

整
理

第
九
號

ニ
九
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卷

2

三
四
四)

雜

錄

中

寶

國

財

政

の

盤

理

第
九
跳

1

四
〇

_

以
上
述
べ
た
る
所
に
よ
れ
ば
、
我
國
の
借
钦
よ
れ
受 

け
た
る
損
失
の
甚
大
な
る
は
：、
.明
な
ゲ
、
今
後
財
政
を 

«

理
し
て
、財
政
獅
立
の
地
位

に

立
た
ん
^

す
る
に
は
、 

先
づ
財
政
の
永
久
的
利
益
を
考
®

し
、
借
欵
に
對
し
て 

歲
格
な
る
制
限
即
ち
確
實
な
る
經
濟
借
欵
を
除
く
外
、

タ

^ r

な
る
借
歎
を
も
訂
.立
す
可
か
ら
ざ
る
の
制
限
を
/>
®
 

し
、
同
時
に
現
存
す
る
內
外
偾
を
根
本
よ
.
9
整
理
し
、

.

外
債
擔
保
に
供
せ
..る
關
鹽
兩
稅
を
始
め
、
國
家
樞
要
の
:'
;
:
 

财
源
は
追
々
、
之
を
齒
國
の
.手
：に
：收
ひ
る
を
急
務
^
す 

今
試
に
我
國
の
凡
有
外
債
を
：分
類
し
て
、
然
る
後
}̂ 

其
盤
理
方
法
の
广
斑
を
她
べ
ん
ど
す
、
.

;

「

外
偾
の
分
類
^

其
整
理
の
緩
急
.

A
 

.鐵
道
借
欵
，
.

:

:c
:「

檐

保

確

實

な

る

長

期

外
«

.

:

擔
保
f

な
る
長
期
外
愤
年
愤
表
:

V

國
別
鉞
道
借
欵
表 

國

別
 

英

國 

FJ
本 

佛

國

：

米

國

又

露
.

國

债

額

 

n

s
、九
九
ニ
、〇
五
0
磅 

七

1
、七
彐
六
、七
5:
〇
10
]

三
ニ
、
ー
 

1

五
、c
〇
0
法 

一
、0
〇
0
、〇
〇
〇
卯

H

v

o

o

o

d

o

o

l

l

五
〇
"〇
〇
〇
、〇
c
〇
留 

以

上

皆

擔

保

あ

り

て

、
特

別

會

計

に

®

す

る

が

故

化

、
 

.其

整

理

は

當

今

の

急

務

に

は

非

す

、

B-
鑛
山
借
欵

:

:
國
別
躕
山
借
欵
表
.

パ

國

別

日

.
本

英

.
國

以

上

皆

擔

保

あ

う

て

、
其

整

理

も

常

務

の

急

^
非
ず

愤
：

欵 

四
、〇
〇
〇
、〇
0
〇 

四
、〇
◦
〇
、〇
〇
〇

年

次
 

民
國

4
-

1

尔

C 1

太
二 1

I
V

潇
借
欺
丨
英
獨
借
欺
，
英
票
二
次
借
欵
園

I

I

克
利
斯
浦
偕
欵

蕃
後
大
借
欵
中
I

I

欵

镑

% •
八
3
六、六六九

s

i
,

!

朊 

<
?
,
ぴ

玲

?

か 
K
A
O
^
X
A
A

^
1
§
^
m
m
a
m
M
w
a
1
A
W
1

z
n
l
六
1
A

十
二 

¥ 

十
三
年 

.十
四
¥ 

十
五
# 

十
六
¥
 

十
七
¥

;
十
八
¥ 

十
九
年
，

二
十 
一¥
 

ニ
十
二
年 

ニ
十
三
年
：
 

ニ
十
四
半 

十
五
郎 

二
十
六
年 

二
-

f

七
印 

二
十
a

-¥ 

二
十
九
年 

'H
十 

¥
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十1
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十
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：

元
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六
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四十八年迄
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'
中
•
民

豫

政

盡
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i

r
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第
九
號

1

四
ニ

同

同
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.
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.
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一

i

l

i

 
f

 〗

部

运

f
 
り
、

對
I

•

1-
、̂

上
|

た
|

匪
|

|

の
數
額
は
、
獨

邊

_

^

¥
 

"

の

は
• 

I

I
ょ
|

¥

 

I

I

I匪
I

I

延

期

の

努

り

、

r 

此
蛾
道
の
機
醫
最
も
盛
に
な
る
が
故
擔
保
ミ
し
5

だ
運
な
リ
.

以
上
■諸
長
期
借
欵
は
、
皆
*
實
な
る
擔
保
を
.有
レ
、

S
元
利
の
僧
還
は
、

一
足
の
收
入
例
へ
ば
關
鹽
兩
税
、

,

京
舉
鐵
道
純
收
入
の
如
き
を
以
て
、
之
に
充
當
す
る
が\

:故
に
'>「

其
盤
堋
；は
、
當
<
.-
|
の
„急
務
_に
ぁ
ら
す
，，
唯
だ
圓
ノ
 

W
事
變
償
金
に
就
き
で
、
.速
：に
各
國
k

退
還
す
る
を
要y 

求
す
ベ
t
、'
夫
れ
此
0
償
金
は
觸
_
變
亂
に
ょ
り
、
吾
::
,:
:

ィ
：；ぃ
1)
:;
:
-
:
»
保
不
確
實
な
：る
外
債
::
:

^

_ 

/;
M

.
擔
保
不
確
實
な
る
長
期
外
廣
；
'
，⑴

擔

保

不

磘

贳

な

る

畏

期

外

愤

表

:
;

起

侦

籾
'

视
存
茛
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五
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四
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三
载
銀
げ
敎
W
扱

借

欵
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〇
、〇
〇
G
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興

業

銀

行

教

靑

毁

借

欺

-
.四
尨
o

d
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0
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敦
公
司
耶
器
代
金
四
六
六
、九
九
六
圆

武
林
洋
行
賠
欵

中
日
贸
槳
公
司
利 

胤
支
拂
前
贷-

同

公

司

前

贷 

朝
鮮
银
行
參
狭
借

.

.

.

.川
平
兩

五
四
、四
五
：〇.

ニ
、
ニ
三1

、
〇
八
三
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六
二
五
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〇
〇
_ 

H
七
五
、o

o

o趾

合
罰

五
〇
〇
、〇
〇
o
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不

明
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'
,
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:
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同

.
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g

五
3
、〇
〇
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四
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ハ
、九
九
六
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.川
平
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五
四
、四
五
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不
:
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:

:

二
八
〇
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〇
〇
圓 

5
七
£-
、0
0
0
0
:

興
業
银
行
利
息
第
“ 

賴(

洁

脅

鐵

道

，利

：思

)

同第二項へ山來 

滿
蒙
鐵
道
刺
息)

滙
業
銀
行
馄
信
颌
秣 

利
息
支
拂
前
^

丨
同
龈
行
借
欺
第
一
项 

'
同

笫

ニ

项

学

：廠
欠
欵

.開

利

洋

行

借

欵
_ 

_
記
洋
行
借
欵

三
七
土
、
0
〇
〇
_
'

三
七
五
、
〇
o

o

®

1

、
六
〇
〇
、〇
〇
〇
_

一
、
六
0

0
、〇
0
〇
圓 

四
、
〇
四
七
、
丑
0
〇
_

四

0
四
七
、五
0
〇
圓 
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A

Q

o

d

o

o

圆

八

〇
〇
d

o
〇
圓
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ニ
五
0
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〇
〇
_

三
〇
〇
、〇
0
〇
元

、〇
0
〇
、0
〇
〇
圓 

、〇
〇
0
、〇
〇
0
圆

ニ
五
〇
、0
〇
〇
圓

ニ
〇
o
、〇
〇
o
元 

不

明

ハ

苘禺
國
十
1
>.
. 

三
月
滿
期

巳
じ
滿
期

同同

.

.
'

1

分
四
篮
鹽
稅
剩
餘

七 元  
雄 八
長 4卜. 

期 公  
公 mm

同

米

以
上
合
鼾
英
金
四
十
ニ
與
六
千
八
亩
六
十
-
磅 

金
4
亩
四
十
五
萬
六
千
卵
，
佛
金
約
五
千
餘
萬
法
、
日 

金
約ill

千
餘
捣
阆
華
鈒—ー
百
八
十
六
萬
八
千
十
六
元
、 

皮

硌

八

十

五

捣

九

千

兩

、
行

化

：
ニ

苗

〇

！
ー
ー
萬
八
千
四
百 

」

1
1十
八
兩
、
规
元
ニ
十
四
萬

11

千
五
西
四
十
五
雨
、
■
川 

:

艰
友
萬
二
千
四
百
五+
兩
:̂

及
：べ
纟
>
#
«
に
換
算
す 

れ
ば
f
約

芄

千

四

拆

寓

元

あ

ヶ

，
、
而

し

て

利

息

何

其

內 

^
在

.̂
ざ

る

な

，
：
：

V、

此
等
短
期
外
偾
の
內' 
或
る
レ
0 

は
長
期
.外
債
0
利
息
ハ
 

< 爲
し
、：或
る
も
の
は
軍
*
物
品

の

代

叙

ピ

爲

し

，
或

る

も

の

は

延

期

せ

る

國

庫

證

券W

 

爲

す

。

性

質

祓

雜

に

し

.て

、
機

保

不

碗

實

な

6

且
つ
火 

抵
期
限
滿

了

せ

る

も

の

な 

,

'

,
丙

、
擔

保

不

確

實

な

る

長

短

期

外

愤

聲

：
 

理

の

緊

急

.

擔
保
不
，確

實

な

る

長

短

期

外

債

は

合

計I

一
 一

萬

元

の

巨 

-额

を

下

レ

す

、

長

期

外

債

の

擔

保

の

恃

む

に

足

ら

ざ

る 

を

以

て

、
其

元

利

辨

濟

の

資

源

極

め

て

不

確

實

に

し

て

、 

期

限

到

來

す

.る

毛

還

濟

の

資

力

な
&
時

は

延

期

に

M
»J

第

十

六

潘

(

1
H五
l

e
雜

•,
;
錄

中

華

舊

财

政

の

蓮

I

四
九
.



括

十

六

盤(
u

i
g

n

雛
錄
中
華
民
國
財
政
ゆ
馨 

を
重
ね
、
其
利
息
を
元
金
に
繰
入
れ
成
は
獨
立
の
®
期 

外
債
S

爲
す
、
而
し
ズ
此
_

の
'«
利
利
率
ゅ
月
ー
分
六 

薇
に
上
る
も
の
あ
り
、
年
一
分
八
'釐
に
上
る
も
の
あ
\

:荷
酷
至

ら

ざ

る

な

し

、

且

短

期

外
*

は

槪

し

て

、
巳

こ 

滿

期

せ

る

も

の

に

し

て

、：

何

時

に

し

て

も

債

權

者

の

催

：

倔
を
免
か
れ
ざ
る
♦か
故
に
、
我
國
の
國
際
信
用
を
し
て 

益
々
喪
欠
し
、
财
政
を
し
て
愈
々
素
亂
ず
る
に
至
ら
し 

め
、
：*
禍
實
に
大
な
る
も
：の
あ

り

。

我
隊
に
於
て
、
今
日
財
政
の
死
命
を
制
す
る
に
足
る 

も
の
'は
、
外
債
の
' ®

恩
な
卜
、
而
し
て
外
*
の
重
累
に 

於

て

此

の

，
擔

保

不

確

»:
な

る

長

短

期

外

偾

を

首

ビ

爲

す
 

は
、
以
上
に
述
ベ
た
る
が
如
し
、
故
に
外
債
の
整
理
は 

此
の
擔
保
不
猶
實
な
る
長
短
期
外
債
ょ
6

淆
手
せ
ざ
る
：

可
か
ら
ず
、
今

試

に

外
偾
整
理
の
方
法
を
案
す
ベ
し
、

ニ

、

外

債

整

理

の

方

案
':
"
'
.

■A
体

債

供

還

の

嫒
1

先

後

を

定

む

べ

 

各
<|、

、
-
V
U 

長

餌

ル

偾i

云

ル

す
-
,短

韵

外

倚

ミ

云
；；

i

t
、

一

K

切

蜞

、
捺

^

;

、
丨

.
，
翁

九

號
 

ー
：

0

.
形

式

，
其

他

の

取

情

が

以

て

、

償

還

の

緩

急

先

後

4 >
逛
む
る
標
够
ミ 

,
爲
す
べ
し
。

B

國
债
の
徽
遺
は
、
强
制
主
義
か
採
用
す
ベ
さ
も
、
少
々
蜓
孤
す

'ベ
^
Vこ W

、

.
國
愤
の
愤
還
は
强
制
主
義
に
據
.る
べ
_备
か
將
又
自
由
主
齋
|:
出
づ 

Y

咅
か
It
、
雙
方
，共
其
主
張
す
る
所
に
理
出
わ
リ
て
、
絕
對
に
は 

其
是
非
^
論
じ

難

し

•
而
し
て
殊
に
其
_
の
經
濟
財
政
の
i
v
u 

密
榇
の
關
係
か
有
す
か
も
の
な
る
、；と
は
、
各
_
阈
愤
史
の
說
叨 

:

す
ろ
所
な
リ
、
自
凼
償
還
は
、
財
政
經
濟
の
狀
態
が
好
況
な
示
t£

•

る
時
'>

換
言
彳
れ
ぱ
：
國
雄
|:

剩
餘
金
か
示
せ
る
時
に
行
|1

れ
黏 

く
、
又
容
易
|:

行
|1

る
V

も
の
と
す
、
之
|:

反
し
て一

a

财
政
經 

濟
心
狀
態
不
況
に
间
ふ
か
、
臨
時
收
入
！1
し

て

止

む

に

於

て

は

、 

其
愤
還
it

怠
り
易
く
而
か
も
典
不
況
|:

し

て

綠

返

さ

る

>

|:
於

て 

は
、
逖
|:

忘
却
-{
£

ら
る
>
|:

茧
る
も
の
と
す
、
貨
炎
は
荷
且
主
義 

:

か
以
て
時
局
に
應
じ
、
資
金
の
流
用
病
癖
と
爲
リ
、
又
财
政
上
の 

餘
裕
も
捽
易
に
望
む
べ
さ
1
1非
ら
ざ
ゐ
我
國
の
如
さ
(1

*
强
制
主 

'
義
か
採
ら
ざ
る
可
か
ら
^

、
即
ち
¥

々
强
制
的
|:

政

府

如

し

：
て

國 

債
揿
還
I:

充
當
す
べ
合
金
f

 

•國
I

趣
甚
金
保
管
處
|:

爽
#

«
 

し
め
、
國
愦
局
は
適
當
な
：.る
陳
機
>

見
て
、
愤
遺
に
從
祺
す
べ
さ 

こ
と
こ
れ
な
り(
國
.愤
整
理
茈
金
保
^

昴
と
國
愤
洵
ミ
は
*
後
|: 

述
べ
ん
と
す
、)

C

目

下

憤

還

す

ベ
'^

、̂
憤

の
元

利

を

友

の

方

策

か

以

て

俊

泡

す

<

先
づ
目
下
憤
還
す
ベ
合
外
债
の
元
利w

漸
4
以
又
憤
遼
す
べ
合
舛 

债
の
利
金
ミ
の
額
‘
調
產
し
、
^
の
同
概
の
公
债
か
國
內
I:
钱
行 

し
、不
足
な
ゐ
時
、始
め
て
外
國
I:
後
行
し
"
其
資
金
^
以
て
、
0
.

下
償
遺
す
べ
き
外
债
元
利W

、

:-;

漸
4>
以
て
徼
還
す
べ
き
外
愤
の
利 

金
と
の
辨
濟
じ
充
常
す
'へ
く
、
其
公
衝
は
外
愤
整
理
公
憒
>

」

稱
I
、：

:;
:
酒
税』

以
-t
擔
保
と
す
べ
：し
，
 

| 

D

,
漸
か
以
て
傲
.還
す
べ
合
外
愤
元
利
か
龙
の
方
策
を
以
て
償
遺
す

ベ
言

と

、

£■
、

外
愤
蹩
现
菡
命
を
設
{?
i
す
べ
^
こw

 

.

.

今
後
别
上
ぐ
べ
き
關
槐
の
收
入
又
リ
，
¥

々
一
诧
の
額
を
支
出 

し
外
债
整
理
恶
金
年
爲
ゴ
べ
し
、
:

:

乙
、
國
債
昴
、
M
債
委
啟
會
、
圃
愤
整
理
基
金
保
誓
腐
を
設
置
す

.
ベ
さ
、》

€

.

.

笫
ー
、
岡
债
爝
の
組
織w

其
の
職
務
" 

_ 

1.

國
债
倚
の
紕
織
法
、
財
政
部
令
4>

殷
設
し
、
財
政
部
の
瞥 

.

.

.轄l
i

歸
す
ぺ
し
、
其
內
網
资
硏
究
課
3

償
還
寧
務
課
と
の
二 

■

.

:課
ド
分
つ
べ
し
、
調
迸
研
究
課
it
須
く
內
外
の
財
政
學
潘
及
一 

、び
其
經
驗
か
洧
ブ
る
も
の
か
網
羅
す
べ
合
な
リ
。

■

,

2.
\

國
愤
局
の
職
挤
，
：!.
,

子
、
調
赍
硏
究
課
の
峨
務
は
左
の
如
し
、

.'

.

1
、

本
阈
の
内
外
、：，：長
期
、
：短
期
、
：政
治
’經
濟
等
所
有
國
債 

4.
調
查
1
*分
類
1-
、
典
徽
還
0
緩
忿
な
定
め
、
統
針
か
：

「

：
 

編
叫
す
る
こ
と
、
 

•

-
1

、
各
國
國
倩
ま
遺
0
方
法
か
調
f
す
ゐ
こ
e
、

一
、
本
國
國
愤
の
愤
遼
す
ゐ
じ
収
る
べ
き
方
怯
，
手
段
^
洚 

G

ゐこ

.
*

W

、 

•

赴
、
憤
還
礅
務
課
の
職
務
は
左
0 :

如
し
、

國
债
元
利
憤
還
•
♦移
をH

る
こ
ミ
、

第
二
、
li
倚
委
負
设
の
.組
織
と
其
の1

1^
、

1

.

國
债
娄
级
會
り
組
織
法
大
總
統
の
命
令
！

1

A

り
、
審
計 

:

院
長
及
び
涵
會
1

良
な
以
て
組
織
す
べ
し
，

.
:2.
國
偾
寶
會
の
職
務
國
债
傲
還

•取
務
に
就
令
て
、
■監
督 

.
及
び
審
訃
の
分
な
取
る
べ
し
、

'

第
三
、
國
憒
盤
理
菡
命
保
赞
處
の
紕
織
と
其
職
私
、
：

1

.

阈
愦
整
理
菡
金
保
管
處
0

組
織
現
有
の
銀
行
公
會
な
以 

て
す
べ
し
、

2
.

國
愤
整
理
基
金
保
管
處
の
職
務
國
债
蹩
理
甚
金
か
保
管 

し
、
他
に
流
用
す
る
か
許
稃
せ
ざ
^

こ
^
、

.

第
二
節
.
內
債
の
整
理

r

內
國
公
債
の
整
理
の
必
要 

我
國
.內
國
公
債
は
"

其
額
多
か
ら
ず
し
て
、
急
速
に
. 

一
整
理
の
必
要
な
き
に
似
た
る
も
、
國
偾
の
償
還
は
、
政 

策
上
必
孽
の
.事
務
に
麗
し
、
舊
を
捨
て
、
新
に
就
&
、

第

九

號

一
五
一

第

十

六

港

(

ニ
1
5五}

雜
錄
中
难
思
國
财
政
の
盤
现



囌十

K

卷

(
一

三五六

)

雜
錄
中
覽
國
財
政

0
證

，

 

■

昨
の
義
務
を
來
し
て
0
今
0
必
耍
に
應
ず
る
は
、
實
に 

::

國
偾
政
策
の
神
髓
な
令
、丑
我
.國
の
內
僚
を
檢
す
る
に
、
，：

三
、

.四
兩
年
公
僮
、
七
年
短
期
、-
九
年
金
•融
公
债

を
，除

'

く
外
m
餘
は
抽
籤
の
期
倚
遠
き
？
或
は
元
刺
償
還
の
延 

期
、
又
は
擔
保
の
不
確
實
等
に
ょ
り
市
場
に
於
て

«
迎 

せ
ら
れ
す
し
て
、
之
を
揮
保
：.ビ
し
て
銀
行
ょ
ら
資
金
を 

借
入
れ
ん
ビ
す
る
：も
、::
!
銀
行
に
拒
絕
せ
ら
れ
、
其
用
途 

甚
だ
狭
く
信
2

「

々
失
し
、':
.
:市
價
甚
だ
低
落
す
る
に
：至 

れ
り
若
し
速
.に
11
{
-等
を
整
理
^
付
せ
ざ
れ
ば
、
®
に 

公
愦
の
所
持
者
を
む
；て
：、
损
失
を
受
け
し
む
る
の
み
な 

參

、,

將
又
政
府
を
し
て
、
.今
後
財
政
の
整
棚
上
、
國 

家
の
開
發
上
、
主
に
.內
債Li

篇
せ
ん
ど
す
ベ
き
も
、

公
偾
の
信
用
喪
失
し
打
る
を
以
て
、
其
I

I

せ
ず

し
て
、
財
政
益
々
收
拾
す
可
か
ら
ざ
る
悲
境
に
陷
ら
ん 

.ビ
す
、
 

パ

、

第

九

號

1
滋
ニ

&
-

內
國
公
憤
^

盤
理
す
る
も
阈
憤
简*

國
愤
委
最
會
、
阐
費
楚 

理
連
後
保
瞥
處
|:

ー
依
す
べ
合
こ
、こ
*

乙
、
內
倩
蹩
理
菡
金
^

設
閻
す
べ
旁
，VJ

-

 

' ¥
t

诚
制
的
に
國
家
攸
'入
ょ
リ一

定

の
鏊

か

國

愤

證
S

 

保
管
處
に
究
付
し
*

國
愤
局
は
適
常
な
る
時
機
|:

於
て
-
內
愤 

の
元
利
^

償
遺
す
べ
し
、

珂
、
內
憤
の
傲
還
A

經
濟
上
必
荽
る
時
に
行
ふ
か

皆
す
ベ 

し
、

即
或
市
揚
の
金
融
逼
廹
し
飞
、
人
人
資
金
の
鳘
4*
孥
る
I:

當
リ
彼
等
の
爲
め
に
實
上
^
爲
し
*
共
金
融
の
緊
章A

雄
相 

す
べ
し
、 

.

ニ
、
內
il
公
偾
整
酒
の
方
法
H
 

內

國

公

債

は

左

.の

方

策

を

以

て

磬

理

す
ベ
し

'主
ミ
し
：で

地

方

徵

收

に

任

じ

、.
官

史

は

苛

稅

誅

求

を

恣 

に

し

、
M

胳

を

收

受

し

て

、
脫

稅

を

默

認

す

る

の

情

弊 

«
だ
深
し
、
又
調
避
の
闲
難
、
瞥
察
力
の
麻
弱
等
に
ょ 

b

、：
M

桃
す
る
も
の
.夥

し

、

ペ
m

税
を
分
類
す
る
に
我
國
の
粗
稅
は
大
別
し
て
、
|1
1
 

賦(

地
粗)

房
相(

市
廛
の
家
屋
_)

，
务
種
特
別
營
踅
桃 

(

內
牙
稅
"

礦
稅
、
商
稅
，
質
桃
、
漁
業
稅
、
船
捐
、
 

商
捐
、
却
种
报
、
牙
：损
、
::
;
烟
酒
牌
照
稅
等
に
分
ち)

：：等 

め
直
接
晚
ぁ
り
、.關
稅
、「

鹽
程
、::
貨
物
稅(

內
貨
物
.桃
、 

統
报
統
稅
、
產
消
稅 
> 釐
金
>

«

«双

_

.

烟

酒

公

寰
 

收
人
ノ
穀
米
捐
、
牲
蒂
®

宰
稅
报
'V
茶
桃
、
糖
捐
、
絲
綱
， 

:土
布
珥
竹
木
税
絹
、雜
耽
、
雜
报
等
に
分
ち)

等
0
間
接 

‘稅
办
り
、
契
桃
、驗
契
：耽
ヽ
印
紙
桃
等
の
行
爲
税
ぁ
り
。

各
;®
:
の
收
入
の
割
合
に
就
&

て
論
す
る
！

2
?

直
接
稅 

は
^

接
稅
の
三
分
の
一
に
も
達
せ
ず
"
行
爲
稅
は
間
接 

桃Q

二
十
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
而
し
て
直
接
收
入
に
於 

て
r

房
损
及
び
各
秫
特
愛
業
稅
の
如

I

、

其
收
入

第
四
章
稅
制
上
の
整
理

:

第

一

節

稅

制

證

の

方

針 

';
:
我
國
の
粗
稅
に
於
て
、
各
目
煩
雜
賦
課
及
び
徵
收
の 

方
法
複
雜
に
し
て
、
何
等
の
系
統
な
く
？
秩
序
な
ち
/か 

故
にV

I

方
に
人
民
の
負
擔
に
不
公
平
h

來
た
し
、

一
 

方
に
國
家
の
收
入
に
益
す
る
.こ
^

®
し
、
國
民
負
®
の 

立
潘
ょ
6
見
る
も
>
將
又
'財
政
上
の
見
地
ょ
ぅ
S

ふ
も
、

1

多
の
缺
陷
弊
®

を
存
す
。

顧
耽
：上
の
^

害̂
に
.就

■き
.て」

？d

に
ぐ
、'我
_

の
.租
.探
.は
.、

極
め
て
少
額
に
屬
し
、
直
接
税
の
負
擔
は
田
賦
に
隔
®

せ
り
、
間
接
桃
を
除
ぐ
外
、
鹽
桃
收
入
は
.間
接
a；
收
入 

金
额
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
貨
物
桃
も
亦
間
接
税
の 

三
分
の
一
を
占
め
れ
6
、(

其
中
^
分
の
四
十
五
は
丙
貨 

篮
余
及
び
統
抱
統
桃
、
1?
分
の
三
十
は
烟
酒
税
及
び
烟 

酒
公
賣
稅
、
百
分
の
十
五
は
肉
税
雜
稅
、
毂
米
桃
"
西
分
.
.

の
十
は
其
他
の
雜
稅
な
り
、)

行
爲
稅
に
於
て
、
契
稅
は 

I行
爲
税
全
额
の
三
分
の
ニ
を
占
め
、
驗
契
費
は
一
時
の
，
'
: 

收
入
に
適
ぎ
ず
し
て
、
經
常
の
部
に
入
る
こ
ビ
能
は
す 

印
紙
税
.の
.收
入
も
、
年
ニ
评
海
餘
元
ぁ
る
の
み
な
り
？

我
國
の
租
稅
は
"
直
接
桃
過
輕
、
間
接
桃
過
重
な
る
を
:
: 

以
て
"

！

般
の
消
費
品
に
對
す
る
稅
率
高
&

が
故
に
、 

人
民
の
粗
桃
負
擔
カ
ビ
負
擔
額
S
を
比
較
す
る
時
は
、 

貧
者
に
重
く
、
富
者
に
輕
き
結
來
を
生
じ
、
直
接
稅
R
 

於
て
も
S

其
負
擔
は
地
主
に
偏
重
し
、
祖
稅
の
公
平
を 

失
ふ
こV」

蕋
し
、
又
同
じ
消
费
栊
に
し
て
も
"
國
民
生 

活
の
必
要
品
た
る
鹽
は
重
稅
を
課
し
興
收
入
を
以
て
歲

第
十
六
餘
2

三
，五
七)

雑

錄

中

曄

思

國
敗
政
の
弊
理

第
九
號

!

五m

f  广



第

十

六

饴

(
1

三
五
八)

雜

錄

中

華

民

g

-M
政
の
整
理

入

の

大

部

ど

な

す

の

み

な

ら

す

、
之
を
外
僙
の
擔
保
に 

供

し

、

其

反

對

に

最

も

重

さ

を

置

く

ベ

§

烟
酒
ニ
稅
に 

對

し

、
極

め

て

輕

秕

を

課

す

る

に

止

ま

り

、

其

處

置

の

.
' 

失

當

は

驚

く

に

*

へ
f
eり

？

」

..

U

加

之

國

庫

の

實

際

の

收

入

 
<
人
民
の
實
際
負
擔
と
に
::
:
へ 

大
な
る
懸
隔
あ
な
蓋
し
以
上
に
述
ベ
た
る
が
如
く
我
國| 

の
租
桃
は
.地
方
各
«

©
請
.負

的

徵

收

に

任

ず

る

を

以

'1
:

\ 

微
稅
官
斑
事
務
員
等
の
.中
飽
の
弊
は
大
な
る
の
み
な
ら
|

ず
、
：地
方
の
軍
民
長
官
は
恣
i-
m
稗
の
收
入
を
罾
押
へ| 

;跟
費
政
1

に
流
用
し
，
又
は
其
私
腹
を
肥
し
’
中
央
に 

1

葉
め
報
吿
書
を
送
る
の
み
な
れ
ば
な
0
。

.

::
由
是
觀
之
、
齊
國
は
速
に
,
稅
制
度
を
敷
理
せ
ざ
れ
:
：

ば

、
則

政

の

困

_

を

救

濟

す

る

能

は

ざ

る

の

み

な

.ら
^

、

\

人
民
の
困
苦
を
解
除
す
る
こ
、ヒ
を
留
む
可
か
ら
ざ
る
な 

り

、：

然

ら

，
ば

整

理

の

方

^
は
如
何
、
試
に
&
に
擧
ぐ
べ

m
九
m

it
四

國
f

照
し
，
租
桃
の
.性
質H

依
り
、
金
國
の
組
稅
を
翌
し
剡 

分
し
、
似
て
國
家
ミ
地
方
ミ
の
ー
致
的
發
宵
^
謀
る
べ
し
、

1
1

*

財
政V」

私
經
濟
的
調
利
か
圆
り
"
努
め
て
公
平
の
.服
則
か
守
り
* 

粗
桃
の
系
統
^

破
立
し
、
各
桃
^

し
て
相
互
！.
1調
和
-(
£

し
め
、
現 

.

行
の
租
稅
か
適
當I

I

興
‘§

诚
ヤ
ベ

さ

:
ビ

，

今
試
|:
我
國
の
租
桃
か
衣
の
如
く
興
臌
埘
诚
す
べ
し
-

f 油遊通紙登遺所徵家增 
繭樂行幣錄產得業屋 
税说悅视發桃税税说说骰 

行 
稅

m
除

增 

微

輕 

减

m
税 率

蹲烟烟雒船茶貨雄焐牲赏牙契宵避度 
_ 酒酒 宰 啬 貨 物
p 脫公桃消描描说税恥说说砹禍金桃 
照 w 
税 税

印酒内包竹鞔漁鑛田 
紙地离木入業 
税税消税说關说桃賦 

毀 税  
税

I

I

鹽

0
投
L
C地
方
槐
ミ
か
削
分
す
.ベ
t

三
、
養
な
る
徵
收
方
法
を
採
る
ベ
き
こ
と
、

徵
收
方
法
の
統 
一

4>
行
ひ
、
中
她
の
弊
4.
杜
絕
し
_
税
は
财
政
部 

に
直
諌
す
る
國
稅
廳
を
し
て
微
收
し
、
砲
接
|:
財
政
部
じ
送
納
乜 

し
む
、
又
脫
税
の
惡
弹
な
杜
轺
し
：，
以
て
人
民
0
裒
1'
知
公
平
な

し
、

:
今

次

を

逐「

ふ
て
詳
言
せ
ん
を
す

、

:

:

:
第
一一

節
'!
國
税
A
地
方
®
を
.の
劃
分 

前
淸
朝
時
代
ょ
h
中
央
政
府
向
か
ら
租
稅
を
徵
收
せ
:: 

ず
し
て
、
其
經
费
悉
く
各
潘
の
解
欵
に
仰
ぐ
"
財
政
の 

甚
礎
己
に
繁
固
な
，る
に
非
t
:
,革
命
以
來
"
地
方
の
權|

:愈
々
®
く
、
疆
斑
鄯
橫
至
ら
ざ
る
所
な
し
、
政
府
の
各
遒
，.

： 

ょ
り
經
費
を
供
給
せ
ら
れ
る
こ
ビ
益
々
因
*
を
加
へ
最
一 

近
に
至
ト
て
全
然
供
給
斷
絕
の
狀
態
に
在
り
"
加

之

中j 

央
固
有
0
收
入
も
、
:
_方
に
差
抑
へ
ら
れ
遂
に
借
欵
に「 

依
賴
ぜ
ざ
れ
ば
、
土
崩
®
解
の
危
險
を
免
扒
れ
ざ
る
悲 

境
に
.陷
る
に
至
れ
b
、
♦

や
國
家
財
政
上
の
»
立
m

 

.

 

な
財
政
上
の
危
險
ょ
公
救
は
ん
さ
欲
せ
ば
、
中
炎
^
地 

::

方
ヒ
の
徵
稅
の
範
圍
を
定
め
、::
其
中
央
化
風
す
る
も
の
-:
ー
 

:を
擧
げ
て
中
央
自
か
ら
管
琎
徵
收
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
:

:；

な
り
、
：且
租
稅
の
性
質
|1
-(
)
'
:論
^
る
も
、
::
'
:中
央
に
風
す 

パ
き
祖
桃
を
地
方
を
し
て
徵
收
せ
し
め
？
或
は
地
方
に
. 

屬
す
べ
き
祖
稅
を
中
央
を
し
て
徵
收
せ
し
め
、
又
或
は

笫

十

六

盤

C

H

i
雜

錄

中

,
思
國
財
政
の

何
れ
に
屬
す
.ベ
き
か
を
全
然
定
め
ず
し
て
、
中
央
ビ
S

. 

は
す
、
地
方
を
云
は
ず
、
妥
り
に
之
を
徵
收
せ
ん
か
、
 

遂
に
租
税
系
統
を
し
て
、
紊
飢
せ
し
め
、
整
理
す
る
事 

難
き
に
至
る
ベ
し
、
セ
リ
グ
マ
ン

(
3

身

ロ
I

)

敎
授
日 

く
4

1

國
の
租
稅
制
度
は
能
く
實
質
的
に
又
恒
久
的
に
' 

進
步
す
る
も
の
は
必
ず
國
桃
^

地
方
稅
^

の
劃
分
ょ
>
 

始
ま
り
、
劃
分
以
外
の
改
革
は
|1
1

ょ
&
亦
必
要
な
る
毛 

然
も
劃
分
に
注
意
せ
ざ
れ
ば
、
租
秕
金
體
の
充
實
的
永
‘ 

續
的
進
步
は：

終
に
期
す
る
能
は
す」

S"

是
を
以
て
同
敎 

';
授
は
、

1

八
九
三
年
の
.普
魯
土
地
方
税
劃
分
の
間
題
を 

」

»

決
せ
る
に
對
し
て
"
世
界
財
政
史
上
の
新
紀
元
な
り 

ビ
稱
賛
せ
り
、

然
ら
ば

國

桃

足
地
方
秕
ど
の
劃
分
は
實
に
因
下
の
急 

務
な
&

ど
，謂

，
ふ

ベ

し

、

唯

劃

分

す

る

前

に

左

0-
四
項
に 

'就
き
て
決
定
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
.

笫
一
項
、
中
央
ミ
地
方
と
の
權
眼
輕
蜇
如
何
^
決
定
す
ベ
き

5

、 

即
ち
國
家
の
政
治
|1
中
央
集
榴
主
義
^
取
る
べ
き
や
、
將

懸
[S

笫九雛：

一五五

"



鈈

十

六

卷

(

ニ1

一
六
〇)

:
雜
：

錄

：
'中
華
■

财
政
：の
，整
理

.义
地
方
分
柳
甘
義
^
取
.る
.、べ
さ
_や
決
定
せ

.

.ざ
る
可
か
，ら
す
.へ.

溢
し
國
税W

地
方
稅
ミ
を
剑
分
マ
る
時
、
中
央
に
爾
急 

蹬
く
べ
さ
か
或
は
ノ
地
方
に
規
さ
を
跑
く
べ
合
か
は
、
ニ 

|:
欧
情
|:
ム
り
與
な
ら
ぷ
る
4>
得

ず

、

咖

ち

-
^
央

银

徽

制 

:

:
度
^
採

る

も

，の

は
>中
炎
!:
茁
咅
^
跑
く
、地
方
分
满
制
度 

，
を
採
る
も
の
..U、
地
方
ド
®

説

く

'

米

國

は

地

方

分 

桃
の
阈11

し

て

：、

戦

前

中

央

货

.1,

地
方
1

、
怫
國
は
中 

,

央
m
桃
め
國
I:
し
て
戦
前
中
央
敖
四
、地
方
毀
--
,
、
五
の
比.1 

例
な
れ
ば
な
り
、:.
余
は
我
國
は
今
度
聯
省
自
治
削
^
布
咅
一 

.

.，
地
方
分
桃
主
義
か
採
用
し
ノ
羾
稅
の
分
類
は
地
方
に
偏
電 

‘ず
べ
し
2
虫
張
す
。

..........
 

\

笫
ニ
.a'
、
地
方
隨
體
の
.級
败
多
怼
か
決
；泣
す
ベ
，
^
こ

:

余
は
戕
國
の
地
方
圓
體
の
撕
»

は
、_蕾
、
縣
、_
の
三
及
«-
-|

I

分
つ
べ
しW

主
：服
す
、

.

:

:

:

’
'
了

第
.

I
、
.經
赀
の
性
質
に
ょ
り
、
''
.中
学
地
方
|

何
れ
|:
分
削
すI 

ベ
さ
か
^
決
觉
す
ベ
ぎ
こW

、 

I 

‘
':
全
國
の一

切
の
鸫
货
は
、
其
饨
質
の
興
な
る
|:
ム
リ
、
中

j 

央
I:
分
類
す
ベ
令
L
の
わ
り
、
乂
地
方
|:
分
類
す
べ
き
もj 

•

:

?ゎ
り
、
舍

諸

の

_

は
泣
の
如
く
分
抓
す

こ
せ
か
主
锻
す
、；

.：

!; :.

け

俠

ポ

分

刚

マ

べ

地

方

|:
分
鄲」

中
央
と
地
方
ミ
の
间
れ
，

:

I

I

 

I

 

幻£
S

S

第

九

號

|
玉
山
ハ 

:

】

般
和
益
の
經
贽
：

特
別
利
益
の
經
毁

.r
if
s
ll
マ

|1
_

|
||
す

第
四
項
、
粗
稅
の
性
質
！.
i
iり
中
央W

地
方W

の
何
れ
に
削
歸
す
べ 

さ
か
^
決
：淀
マV

き

、

顿
税W

地
方
税
の
系
統
‘
避
正
せ
ん
ミ
欲
对
ば
-
先
づ
各 

•

種
の
租
税
の
性
質
4.
密
1
_
1せ^
る
可
ら
す
*
然
ら
で
可
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け

霞
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i

歸K
、

へ
く
、
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沒

地

方
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學
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試
に
阈
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地
方
税
V
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忡
質
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含

て
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^

;

、ゴ

ん

ミ 

す
、

第
一
粗
税
の
m

m

m收
の
處
な
合
尤
の
は
、
地
方
桃
|:

:

ノ 

-

歸
す
べ
く
、
之
|-
反
す
る
も
の
は
、
阈
税
|:
*1
す
べ
し
、

. 

瓶
し
前
客
は
阈
税
に
歸
す
る
も
差
戈
な
し
*

笫
ー
一
、
人
民
か
し
て
彼
だ
苦
痛
4>
感
ぜ
し
む
る
粗
稅
は
地 

方
税
1:
歸
す
べ
く
、
之
に
反
す
る
も
の
は
.國
桃
に
歸
す
べ 

,し
？溢
し
、
地
方
桃
の
用
途
は
、
生
|:
人
民
の
府
形
の
利
益 

を
談
る
I:
在
れ
it
*
な
リ
。

,

:

:第
三
、
阈
內
各
方
面
及
狀
國
際
又
リ
來
る
財
源
は
、
阈
税 

に
歸
す
べ
く
、
或
地
方
ょ
”
來
る
财
浮
、
益

方

，の
地 

方
稅
|:
蹦
す
べ
し
、

.
右

め

四

埂

己

に

決

定

し

た

る

以

上

、
余

は

此

等

に
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を
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、
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八
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(
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我
國
の
：關
桃
.中
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於
て
、
海
關
税
は
阈
際
的
性
質
，
 

か
有
す
、{
二)

自
咁
贸
易
^

主W

す
る
か
、保
諸
贸
处
な 

主
ぐ
V
す
る
か
、一

に
^
關

稅

か

以

て

、

苏

：
！
！
的

な

達

す

る
.竽
段
^
爲
ャ
が
故
に
、
.關
税
は
正
常
な
る
_
税
ピ
|
|
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む
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國
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國
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善
後
大
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か
訂
立
乜
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0
柯
粜
鹽
税
は
外
人
主
管
ず
る
權
核
紈
所
じ
管
理
乜
ら

れ
れ
る
l:
i

y
地
方
桃V

す
る
自
凼
無
し
'

ニ
、
阈
家
の
激
收
彳
れ
ば
將
來
臌
止
す
る
か
或
|1
谋
饺

5
爲
す
か
に
容
與
に
赞
行
乜
ら
る
、
1
の
な
り
、

•
三

、
酒

.'
'

稅

. 

濟
桃
は
脱
^
烟
萆
税
ミ
合
し
て
烟
酒
桃
e
稱
す
、
今
後 

■

;

,

;
烟
は
究
く
郛
赀
に
付
乜
ら
れ
、
：：酒
桃
は
獨
立
し
て
徵
收
ー 

す
べ
し
，
趑
に
民
國
丑
八
兩
尔
度
烟
酒
税
の
豫
算
か
示

:

す
べ
し
、
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酒
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#
侈
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質
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洧
し
池
1-
伸
縮
力
^
興
る
の
桃

■

源
な
り
、
將
來
谣
算
上
の
均
衡
を
求
め
ん
か
、
必
す
伸

縮
力
如
具
は
る
の
税
源
か
以
て
增
诚

w

爲
す
、
此
|£
常

の
中
央
歲
入
を
|
|む
5
所
以
な
り
。
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理
出
我
國
の
礦
山
中
、
或
る
も
の
は
外
入
ミ
關
係
ゎ
り
、
税 

權
中
央
に
歸
す
れ
ば
、
収
扱
い
に
稂
猙
為
な
り
、
且
將 

來
硪
山
.國
有
の
政
.笟
か
取
ら
ん
d
す
る
！

1

困
難
诚
少
す 

べ
し
。 
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五
¥
度
議
定
敗
芄
、八
六
四
、四
〇

0
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七

P

P
频
八
年
度
豫
計
數
六
、

一

三
u
、〇
〇

o

理
山
叩
紙
桃
は
、
單
^
龈
妞
な
る
收
人
か
釙
可
合
の
み
な
ら 

す
、

一
般
の
人
民
U
對
し
て
法
徘
の
效
ガ
ル
生
す
る
が 

故
に
正
常
な
る
中
^

0
收
入
と
認
む
べ
し
、
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十

六

怨
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一
H
六
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:

並
、
今
後
新
咐
机
稅
，

八
、
油

桃

九
、
絲
繭
桃 

十
、■
登
錄
稅

理
出
登
錄
税
が
、

一
般
の
人
^
に
對
し
て
、
法
祺
の
效
カ
か
也 

す
る
が
故
に
、
.正
：常
な
る
屮
央
取
入
と
認
む
べ
し
*

十
.

一

、
所
得
税
"
. 

.

.

.

十
二
、
遺
產
稅
.
I

十
三
ヽ
紙
幣
發
行
桃 

十
四
、
通
行
稅
：

乙
、
地
力
桃
に
劃
分
す
■べ
き
も
の
、

,子
、

現

行

祖

—

:

A
、

國

稅

ょ

b
移

轉
し
來
れ
る
も
の

I
、
;

田
賦(

地
租1

余
11
W
賦
を
地
方
稅
に
剡
分
す
べ
し
と
主
0

マ
る
0

0

へ 

て
十
3£
简
あ
り
、
唯
篇
幅
|:
.腿
ら
れ
此
1:
登
載
す
る
自
_
な 

、

し
、
他
：

=

郭
論
i
し
て
閱
渰
|1
-
'餉
マ
べ
し
、

ニ
、
.漁
業
稅
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七
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三
，
竹
木
耽

®

臓國
■

臟

;

:
謂

j

:
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_

四
、
包
裏
稅
.
主
却
液
鱗
觉
數

1

A

年

度

燦

計

數 

一 

B

、

M

t

地

方

；
桃

に

屬

す

る

も?)
、

原
ご
地
方
稅
に
®

す

る

他

方

桃

は

"
細

微

錯

雜

に

し

て

、

各

目

一

に

非

ず

、

歳

入

•も

詳

細

の

統

計

な

し

、

宜

.く
根
本
ょ
り
整
頓
し
て
、
地
方
收
入
項
に
歸
す
べ
し
、
，

.

亚

、

今

後

新

增

租

稅

：

.

一

ヽ

營

業

の

稅

:

::
.
;ニ

、

家

屋

稅

ん
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; :
三

、

所

得

附

加

秕

.'
四
、
遊
樂
稅
.(

一r

料

理

館

(

ニ)

、
娼
妓
稅 

.

.
<三
、

劇
場
稅
等 

_
，
粗

稅

の_劃
分
は
、
略
ぼ
.以
上
の
如
し
、
但
我
國
は
土 

:

地
遼
濶
な
る
が
故
に

、

束
南
各
省
は
富
裕
な
る̂

域
に 

し
て
、
西
北
各
省
は
貧
瘠
な
る
地
方
な
今 

一
#

に 

和
桃
を
.
分
す
れ
.ば
、
各
措
は
過
不
足
を
生
ず
べ
し
、

. 

效
り
ぞ
雖
も
、
中
央
の
調
劑
31
:
常
を
得
れ
ば
ヽ
即
ち
其 

不
足
の
S

に
酌
最
補
®

^

v
f
t

lx
.、
.過
不
足
の
弊

を

^-
'
か

る

ベ

し

、

:

:

:

.
第
三
節
祖
說
の
興
廢
增
減

'

.
我
國
の
粗
稅
を
檢
す
る
に
直
接
眺
は
過
輕
な
る
に
、 

間
接
税
は
過
重
に
し
て
、
.れ
爲
_

は
尙
微
々
た
り
、
又 

直
接
稅
中
に
在
り
て
も
、：
，家
尾
稅
營
業
稅
の
如
き
は
、

倚

K

般
に
實
施
せ
ず
、
■資
本
利
息
桃
の
如
&

も
、
未
だ 

_行
は
す
直
接
稅
の
負
擔
は
家
：主
商
人
資
本
主
に
加
へ
す 

し
て
、
地
主
の
み
に
«
し
、，
«
稅
は
木
公
平
に
流
る
 ヾ

の
み
な
ら
ず
、
國
庫
の
收
入
は
-
Nか
ら
璺
富
な
ら
ざ
る 

な
り
"
又
消
费
税
中
の
篮
金
の
如
き
國
庫
に
稗
益
す
る 

こ
ど
尠
し
、
內
外
商
業
の
發
達
を
妨
害
す
る
こ
ビ
大
な 

，り
？
其

他

純

々

靠

臺

生

し>::

速
に
根
本
ょ
か
盤
理
一 

^
ざ
右
可
か
ら
す
、
余
は
此
章
第
十
飯
に
、
；我
國
0
典

ン 

廢
增
減
ず
：べ
き
粗
税
を
表
示
せ
今
試
に
其
重
な
る
.
:. 

も
の
1:
就
き
て
論
^

べ
し
。

.レ

，.甲
，
增
設
祖
桃
つ
^
^

I
、

家
屋
稅 

.

.

.

.

•
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十
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怨
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ハ
三)

0

錄
中
華
良
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M
政の盤理

我
®

现

行

狃

税

中

の

房
# )

は

、

家

庳

税

な

る1
、

市

街

の

家

：：
^

卜 

眼

り

て

，

未/：
村

落

！1#

及

ゼ

，
す

、

泣

く

房

描

を

餒

除

し

て

，

家
 

展

稅
%

行

び

、

市

街

と

村

落

の

ニ

分

に

分

つ

、

货

贷

傾

格

か

以

弋
 

標

準

ミ

し

、

家

屋

の

所

有
f

u

歸

す

べ

し

、

ニ
、
營

業

踩

•:
:

我
園
現
行
稅
制
中
の
牙
稅
、
商
桃
，
質
桃
、
船
扔
‘
商
描
"
斗
# 

拟
フ
妒
描
、
烟
酒
牌
!!
f
f税
等
は
*
诗
特
種
铿
業
税
に
し
て
、
未
だ 

.
ー
般
に
普
及
せ
ず
、
ft
擔Q

不
公
平
な
る
は
、跋
し
合
も
の
な
り
" 

故
！

i

以
上
賭
桃
を
膝
除
し
て
.、
鞔
業
税
‘
布
く
ベ
し
.

三

、
所
得
稅

我
國
に
於
て
、
哲1

!镂

業
遺
鹿
の
兩
税
な
き
の
み
允
‘ら
す
、
所
得 

稅
も
之
無
し
、
且
此
外
地
租
货
物
桃
弊
の
如
合
锊
比
例
法
を
採
リ 

て
之
^

徴
收
し
、
不
公
平
-/
.
!
:る
は
此
又
リ
茌
し
合
も
の
^

し
，'
今
' 

.
若
し
所
得
稅
か
行
は
ぱ
、
此
の
弊
か
救
濟
す
べ
し
、

.

语
國
の
所
得
税
It
、
旣
じ
發
布
t£
ら
れ
?:
る
も
、
商
民
の
反
對
K 

ょ
り
米
：だ
铽
行
せ
す
、
今
後
内
政
か
吹
苹
し
惡
稅
か
臌
際
し
て
、 

同
時
に
所
得
税
か
爾
行
す
べ
し
、

四
、
遺

_

 

'

遺
產
视
か
實
施
し
、
取
益
稅
ビ
相
輔
け
て
、
阈
康
の
収
入
か
增
如 

す

べ

し

、

五

、
登
錄
稅 

'

現
行
砠
漱
中
単
に
登
錄
税
の
ー
部
れ
る
契
税
ゎ
る
の
み
今
後
契
税

第
九
號
一
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錄

中
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段
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の
整
理

第九號

な
熾
除
し
て
登
錄
税
4»
施
行
マ
べ
し
。

六

"

紙

幣

發

行

桃

.

紙
幣
赞
行
税
It
、
f

u
哉
入
の
見
地
i
り
徴
課
マy

,
t
」

の
み
な
ら 

t

金
融
馇
理
上
じ
も
施
行
す
る
必
耍
ゎ
ろ
も
の
に
し
て
"
今
保 

說
準
備
妞
に
就
き
て
评
分
の1.1

か
赋
課
す
べ
し
。

.

七
、
通

行

稅
'

m

fr

税
は
、
多
く
の
舉
葙
が
、
交
通
上
の
理
凼
4>

以
て
，
非
雜
せ 

、も
れ
た
り
、
然
る
に
税
率
餘
り
！i

蜇
か
ら
ん
か
、
：：二
の
惡
稅
i

し 

て
*

^

通
の
岛
咁
及
ぴ
發
達
か
妨
ぐ
ろ
レ
の
な
^

ど
と
、
苦
し
其 

:

の
收
人
が
交
通
上
0

澈
備
及
吹
萸
に
供
用
せ
ら
れ
，
乱
つ
其
の
桃 

卑
I:

し
て
、
適
度
な
ら
ん
か
、
^

_

桃
は
^

^

し
も
襯
稅
■卜
非
す 

如
之
其
の
柿
撻
ミ
す
る
所
U

H

)

徴
收
機
闕
か
設
く
る
必
•避
な
き 

が
故
に
、
微
收
钗
か
蕾
く
、5

(

5

中
胞
脫
税
の
^

な
さ
$」
、

ニ
5
收
入
の
多
|)
:
は

豫

測

せ

ら

，る

べ

き

J
* (

四)

關
章
に
容
為 

な
る
こ
i
趄
な
り
-
我
國
|1
{
4く
杯
國
の
成
规
に
即
リ
*
自

國

の
 

交
通
及
所
槳
の
狀
璐
に
服
し
:>
又
國
愉
に
、準
じ
、
適
度
|:
桃
率
>

.

定
め
^
雄
の
等
級
ド
ん
^
差

興

か

設

け

、

自

國

?)
汽

船

汽

取

館

节 

^
初
め
漸
を
以
て
外
人
の
經
徵
す
ゐ
し
の
|:
:
推
行
す
べ
し
0

八
、
藤
樂
桃
. 

：
：

讓
税
は
*
國
民
產I

T

贫
资
活
ド
影
響
を
I

f
 

V

I

が
故
|:
、
宂
く
施
打
す
べ
し
0

九
、
油
a

油
の
類
植
は
、
独
だ
多
く
、
一
晶
、
麻
油
*

菜
油
、
癖
汕
淨
の
如 

し
、
鋈

は

鹽
1
!{5

敵
す
、
以
前
は
激
描
‘

徵
課
し
、
脫
稅
の
t
 

の
^

/;

多
し
、
今
後
^

し
く
分
別
し
て
部
税
と
定
む
べ
し
。

十

、

絲

繭

耽

絲
の
內
地
消
費
It
、
約 

一
^
々
餘
元
.あ
リ
、
百
分
の
^
4»
徵
す
れ 

:

ば
、每
半
五
百
^
元
の
收
入
あ
ゐ
ベ
し
。

乙

、

廢

除

祖

栊

1 

V 

貨

物

■

ff
i

;
^

¥

租
税
制
度
It
、
^
益
1-
文
明
に
進
み
、
列
國
は
貨
物
桃
を
施
行
す 

れ
ば
、
生
逄
な
妨
げ
る
處
あ
る
か
以
て
、
烟
酒
糖*

茶
、
枷
#
等 

の
嗜
好
逢
は
鹽
か
除
く
の
外
、
原
料=1

組

製

暴

U
.就
き
て
' 

f

0

せ
ざ
る
も
の
な
り
、
我
國
の
商
工
槳
は
府
幼
權
の
狀
ri
l: 

あ
る
が
故
に
、
貨
物
视
は
究
く
烟
、
酒
、
糖
、
竹
木
、
鹽
、
内
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消
毁
す
ゐ
茶
及
び
絲
繭
等
に
限
り
自
餘
は
免
徴
す
べ
し
。
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货
桃
の
內
外
通
商
上
|:
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ぼ
マ
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侦
蹄
畨
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な
る
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以
て
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マ 
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條
約
は
*

激
兔
税
織
止
‘

條
仰
と
し
て
、
觉
似j

割
二
分

爾
來
我
國
有
識
の
士
，
頻
ッ
に
避
金
裳
滕
す
べ
き
主
張

せ
り
.
唯
た
沿
局
の
畏
疆
.苑
安
の
媒
癖
1;
ょ
り
、
又
駿
泣
坎
艘
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の
收
A
減
少
^
填
補
す
る
財
源
な
^
i
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T
る
に
又
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今
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し
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茧

れ
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今
次
華
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顿
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代
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金
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瞵
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關

税
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分

五

の

荦

に

引
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ぐ

べ

き
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^
摇

案

し

、

大

體

列

闷
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承

認
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リ

、

沿

周

纸

し

て

大

英

晰

を

以

て

、
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速

|:

此

の

內

外

共|:
嫌

思

丫
 

ベ

き

璐

税̂

吹

臌

せ

ん

か

パ

內

外

鹿
_

の
.
發

逯

に

稗

益

す

る

所

極
 

.め

て

火̂

ろ

も

の

わ

、
る

の

み

な

ら

す

、

財

政

に

も

、

莫

大

な

る

利
 

益

か

興

ふ

べ

し

、

今

試
|:
:

财

政

，の
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く

名

利

益

か

述

べ

ん

ミ

す
 

1

、

黻

金

制

度

存

在
^

石

以
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、
人

民

の

贫

擔

賊
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頌

へ
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I: 

如

何

な

る

尻

税

わ
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も

咐

詨

マ

る

を

得

す
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日

藥
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す

れ
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向

民

は

内

に
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て
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卡
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朿

辦

ょ

り
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放
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れ

、
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て

激
 

金

馓
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件

w

し

て

、

關

稅

か
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す
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ぐ
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；
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规
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護

か
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闪

阈
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、
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激
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す
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^
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金
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、
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、
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、

今
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較

す
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し
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近

十
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來

の

避

命

哪

入
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均

铞

雄

約

四

千

跑
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元
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逮

せ
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る

に

海

關

桃
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徴

ヤ

る
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壻
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三

千
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兑

わ
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三

千

想
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て
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千
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收

人

诚
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す
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尙

八
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元
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し
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避
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金
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。
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貨
捐

W
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扔
の
糜
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t
ベ
合
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は
*
货
物
桃
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興
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る
こ
と
^
し

四

、：

契
®

登

錄

か

施

行

せ.ん

が

爲

め1
1、

契

親

は

常

然

煨

化

す

べ

し

五
、
牙
税
、
質
眺
？
牲
畜
稅
、
屠
宰
稅

此

等

は

、

恃

赞

業

桃
.施

行

の

：結

跟

、

險

止

す

る

^

至

る

べ

し

。

六
、
雜
稅
> 

货
捐
、
茶
榈
、
船
捐
、
雜
捐

Ji
b
等
け
、
各
翁
税
叫
不
同
|:
し
て
、
或
は
各
物
取
獨
|:
徴
桃
し
、
或 

U
商
貨
一
律
|:
'
赋
課
し
、
或
は
販
资
に
、
或
は
牛
：鹿
に
或
は
通
行
|: 

樹
桃
す
る
等
課
税
戴
賴
沘
亂
.|«
-し
て
、
淹
柒
の
發
述
を
银
し
、
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通 

4-

妨
げ
る
こ
ミ
茜
し
合
も
の
尨
る
が
故
|:
、
貨
物
税
篮
湓
笠
ミ
典
|: 

臌
止
す
べ
し
。
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七
、
烟
酒
公
寶
稅
"
酒
税
、
烟
酒
牌
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稅
‘

烟

草
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、

翦

赍

制

度
$

採
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、

酒

桃
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獨

立

眺2

せ

ん
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、
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.

等
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桃

を

常'然

廢

除

す

る
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る
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し
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租
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、
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賦

僉
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、
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賦

僧
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す

べ
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理

出

及

ぴ

土

地
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方

法
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さ

て
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詳

し

く
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り

、

篇
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吸

ら

れ

，

將

來

迤
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W

し

て

数

炎

す
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ニ
、
鑛
®

.

織
税
は
、
民
國
八
印
度
只 
一
、
ニ
六
四
、
3
1|
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元
か
計
上
乜
る
が
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今
後
綱
，山
.の
開
採
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就
合
弋
、
ー
酌
1:
|:
即
放
し
，獎
勵
し
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一
方
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嚴 

M
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督
し
て
、
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め
て
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税
の
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か
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し
め
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の
收
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漁

業

桃
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激

微

私

は

段

國

八

坤

度
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九
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、
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九
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元
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評
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1
、
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だ

少

.
；
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妞
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励

ゼ

リ

、

且

つ

此

税4 .

施

行

せ

る

所

は

、

單
| :

泰

天
*
黑

骶

扛

、

■

廣
取
三
赉
ゎ
る
の
み
、
今
後
泣
く
各
流
獎
地
|:
推
行
し
、
钱
入
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く
^
る
べ
し
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四
、
海
關
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一

.
今
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華

府

會
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、
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に
於
て
、
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我
國
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1
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萆
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藍

*
廣
州
*
上
海
S

S

物
似
k

樹
m
ぐ

」

マ

'
べ

合

こ
'?
.
;
。

 

/

五
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す
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.
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税
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合
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受
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、
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稅
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六
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八
¥

度
撖
算
！3
1

1
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六
四
元
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リ
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九
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兩
稅
共
に
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沂
せ
ら
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し
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七

、

內
地
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費
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民
國
ヘ
半
度
豫
算
！
、
九
四
一
、四
六
ニ
元
を
計
上
せ
り
。

茶
の
1
^
.地
|:
^ '

費
ヤ
る
も
の
|1

、斌
税
に
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せ
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、
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^i
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し
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蔻
し
外
來
の
茶
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け
れ
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な
り
。

八
、
酒
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:
濟
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す
る
も
の
な
り
、
金IX
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與
賢
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施
行
す
ベ
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か
主
狼
せ
ゐ
が
故|:
、
酒
税
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獨
立
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の
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.

る
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茧
る
べ
し
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我
國
の
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靡
賈
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張
す
る
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尠
な
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ざ
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も
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の
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極
め
て
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し
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の
酒
か
赞
飲
し

T
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滴
不
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憤
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又
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、
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華
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懸
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澤
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、
各
地
方
ょ
”
酒
税
法
か
讅 

決
マ
わ
It
、
系
統
は
愈
々
.亂
れ
、
憋
賴
マ
石ii

容
易
に
非
ら
ざ
る 

が
故
1:
、先
づ
巾
央
ム
り
剡
一
せ
る
桃
法
^
足
め
ざ
る
可
か
ら
す
。

S

:
、

觊

桃

法

の

吹

茛
,,
^
 

.

A

酿

造

漭

に

微

諫

す

，る

は

、

.最

も
^

し

き

と

す

、.蓋

し

酿

造#

は

少

數

に

し<
,
販

资

人

は

極

め

て

散

洩

九

る

が

故

!:
、

調

査

筇

十

六

淞

(

1
H六七

)

雜錄中華
興國财软
の盤现

ノ

レ

綷

易

尨

5

見

地

ょ

り

、

前

洛

に

徵

マ

ゐ

5±
、

姊

科

'«
れ

ぱ

尨

- 

り

* 

唯

此

、

課

眺

法

か

採

瓜

ぜ

ん

ミ

ヤ

れ

ば

、

衣

办

祺

煩

を

行

ふ
べ
l
o

1

、
酿
逍
漭
の
制
限
、
湎
の
酿
造
敎
は
、
须
く
.锬
槳
免
許
桃
及
保
説 

.

金
か
納
付
し
、
免
許
！！
丧
か
謂
求
す
べ
き
打
V

。

.
V
I
、

納

悅

期
'の
.
剡

分(

侮
#

.
四

期

！

1

分

ち
*

漭

爭
|:

1
:造

せ

る

溜

か
 

幅

簿

に

記

入

し

て

、

檢

资

^

受

け

、

卸

阀|:
交

付

す

る

も

*

わ

か
 

ら

販

貨

す

る

も*

均

く

直
|'
:

桃

か

課

せ

す

，

風

季I:
盗

り

て

初

め
 

て

徴

収

す

べ

し

、3:
季
|:
_

造

す

る
1
の

は

秋

季1:
，

典

餘

類

推
 

す

べ

し
o

.

B

消
類
問
じ
か
ら
す
、
须
く
各
翁
の
惝
況
I*
按
じ
て
、
上
、中
、
 

下
三
等
!:
區
分
し
て
徴
課
す
べ
し
。

九
、
印
紙
税

民
國
八
牟
度
豫
算
IX

六
、1

三
二 
>

0

0し
元
^

計
J-
.
t£

り
。

.

有

似

證

券

辦

姻

汍

辑

等

|:
ー
 律

！：

徽
課
す
れ
ぱ
、

一
千
五
茛
萵
元
の 

收
入
な
得
べ
し
。

;

丁
、
輕
減
«
秕 

_

糖
稅竅

鲟
割
譲
以
後
割
讓
前
I:
比
較
す
れ
ば
、
糖
の
輸
入
は
反
比
例
e 

.

ガ
し
、
輓
入
：超
過
叫
千
葡
|:
.逯
乜
リ
，今
糖
税
か
如
拟
せ
ん
か
、
 

徒
に
外
糖
の
爲
め
1-
販
路
4*
附
く
|:
至
ら
ん
と
彳
"
然
ら
ば
，

# 

國
は
糖：4

對
し
て
爾
税
^
瓢
す
る
1
、
我
國
|:
於
弋
> 
輕
稅
0
=
1

第

九

號

一

六

«



0

i

.

s 

(
1

H

六

:
A

)

雜

錄

中

華

揭

國

財

政0
證

w

ぜ
ざ
ゐ
可
か
ら
す

。

.

. 

,

然
る
に
、
馊

s
=
i

な
り
、
音

S

糖
S

保
f

ん
が
爲

ゾ
I:

夕

糖

の̂

入

税
N a
^

y l

上

ぐ
.可

み

む

の̂

り
o ■

戍

"
舊
率

租

稅

蓮

：

,

t

多
少
不
公
平
な
る
も
、
收
入
の
多
さ
祺
麴
税
の
如
く
^
れ
ば
、
之 

■
^
尨
税
ど
去
ば
ざ
る
可
か
ら
^
パ
鹽
は
人
生
の
必
袈
品
^
り
、
而

：|

'
し
て
鹽
の
外
別
に
代
用
品
ゼ
求
^
る
こ
ミ
能
は
ざ
石
が
故
' )

，、
近

| 

价
學
ぶ
は
ハ
多
く
鹽
稅
‘
免
徵
す
べ
し
ビ
主
烺
せ
り
ゝ
各
阈
は
货 

i:
yA
て
_
!:
對
し
て
*
微
桃
す
る
6
、
今
|;
至
り
て
、
廢

.|
|
:し
た
.{

み

も

の

已L
i

f

に

非

す

、

然

る! :
鹽

の

：
鍵

多

く、
' 

|

も
1&
|

7C
#

M

Uし
て
、
^
入

：

j.

充

當

す
る
は
、
極

め

て

.
、'確
^

リ̂

！

叫
政
上
に
就
^V

^
は
ば
、
頁
好
な
る
財
源
た
，る
べ
し
0 

w
vy
.
l:
於
て
鹽
税
か
徵
取
す
る
1
の
は
、大
柢
ニ
の
方
法
ゎ
リ
、

：
|

:
:
!|1
刺
造
#
税
法
|:
し
て
、
,:
ー
It
政

府

の

，
獨

占

法

な

り

、

要

す

る 

.
1 鹽 

^
:
¥
ー
够
又(1
^
部

，̂
の
^

>
{1
、
;̂
^
膽

.1

.
|
-
-
す
.る
0
最
.
0
-
*
-
? 

j 

..

.し
き

が

得

れ

芯

も

の

な

る

は

’
疑

ぴ

な

き

所

尨

る

杰

財

政

の

情

)

況
| :

又

り

ノ

多

く'の

取

入

か

要

す

る
| :

於

て
I t
’、

適
.當
f

鹽

辟
 

设

对

か

劭

す

る4 .

以

て

適

常>j

.す
ベ

く

、

51
1:
多

く

の

收

入̂
 

f

s

ぱ

、

裳

制

度̂
:

採

リ

、

父

努

め

て

典

翁

を

抑

制

す

戕

於

て

、

鹽

税

び

背

に

於

て

.、

之

布

リ

> 

晚

淸

i

リ

以

來

官

祺

九

號

一

六

四

敗

を

蟹

、
以
て
今
H

l

i

f今
r

f
大
猛
頓
しV

、

或
t 

.製
造
涊
課
税
法
が
採
用
し
康
地
に
於
て
課
税
し
、
戌
^

U
公
か 

行
び
>
政
府
0
獨
由
|:
'
歸
し
，
經
锊
の
方
法
|:
適
常
な
ら
ん
か
、
 

國
庫
の
收
入
财
如
疑
な
し
。

_

税

又

は

鹽S

夙
は
、

f

 
0

ー

般
| :

爵

す

る

所
1 £

し

て
、

 ̂

.
米

雨

國

に

於

て
-

鹽
I :

就

さ

て

課

税

せ

ざ

る

も

の

な

る

も

*

财

次
 

随

紐

の

得|:
^

リ

、

叉
_

稅

か

以

て

擔

保
|:
佻

乜

る

我

阈

の

如

さ
 

-

.#

形

^
^
*

=
;

マ

る

は

、

蓝

難

の

.
继
-
\
;謂

ふ

可

し

、

楚

に

於

ズ

い

、 

我

圆

に

於

て

、

鹽

造

額

課

税

法

L
L

佐

る

か

、

將

义

鹽

與

資

の

法
！！

 

f

 

f

可

か

ら

す

、

然

る

に

我

國

の

视

狀

か

以

て

す

れ

ば

、

ぼ
 

斑

の

經

濟

上

の

技

倆

艺

し
I

加

へ

、

資

本

映

艺H

て

、 

p

a-
¥

-
(t

.

.
今 
H
.
i
"
.
能

の
^

|:
^

ら

ざ
?,

な

り
、
- 

然

ら

ば

、

我

國

は

今
=

:
1
1於

て
、

s i

製

造

梁

證

法

か

採

る

ベ

み
 

は

、

於

然

の

成

行
^

リ

、

今試
！ .

1
:|

1:

吹

贳

め

方

法

を

友
|:
辦

ぐ

べ

一
、
•輕
合
桃
雄
'̂
以
て
.
課
す
ベ
f

，z 

o 

1

一、
食
川
鹽
|:
魄
り
、
農
5

業
.上
の
用
|:
佻
せ
る
如
1

合
に
於 

て
は
’
栩
め
て
輕
告
_
|-
.止
む
：べ
さ
こ
、
、
.
,
0 

Z:
: 

.

.
^
•
^

鹽
の
妓
迸
保
.談
':
.
#て
往
览
す
べ
-\
/、；と
。

四

、
.監

督

の

方

法

、

瞥

察

の

力

、

靖

猾

如

到

な

る

べ

さ

こ

ビ

。

澈

四

«(
徵

桃

法

の

刷

新

 

我
國
に
於
て
、
中
央
及
び
地
：方
各
密
實
際
0
氣
文
_哪

に
對
し
”
人
民
の
納
栊
浈
は
遙
に
亙
大
な
り
、
即
ち
徵 

稅
上
に
於
け
る
中
飽
侵
蝕
の
弊
®
だ
深
き

が
故
な
り
、 

令
後
國
家
の
收
入
を
增
加
せ
ん
e
欲
せ
ば
>
須
ぐ
徵
稅 

法
を
刷
新
し
、
以
て
ー
祯
の
穑
弊
を
根
絕
す
べ
し
。

.
第
五
章
.
官
業
官
産
の
整
理 

:

第

1
節

穴

_

の

聲

理

.

'

:

.

::
:

:

.

:

:
ー
、
舊
洧
宵
業
.の

騰

頓

|
;
;
.
バ
：；
へ 

我
國
宵
業
の
主
な
る
も
の
は
、
交
通
部
所
钤
な
る
四 

:

政(

鐵
道
い
電
信
電
話
，
郵
便
'
航
運)

な

，
^

此

等

は
 

:

年

，
々

內

亂

の

爲

め

、
ぺ

歲

入

實

額

を

減

少

す

る

に

⑽

べ

、 

:官
斑
事
狢
員
の
中
飽
濫
冒
等
:0
弊

害

.甚

だ

深

し

彳

.

:'
'■
:
.鐡
，道

電

信

電

話

郵
«

«

^

1

:
ぱ
、：
菅
に
財
政
上
の
收 

入
ビ
關
係
ぁ
る
の
み
な
ら
す
、
::
.產
_

の
發
達
、
：民
智
の 

普
及
等
に
對
し
て
、
最
も
®

®
な
る
も
の
と
す
、
故
^
 

今
後
宜
く
此
等
に
就
&

て
、
大
に
盤
现
を
加
へ
、
以
て 

一
方
に
收
入
を
增
加
し
、

一
方
に
交
通
琪
業
の
進
步
を 

■

謀
る
ベ
き
も
の
な
り
。

第

十

六

卷2

三

六

九

)

雑

鋒

.中

華

尻

；

i

財
故

其
他
の
官
業
に
就
き
て
も
、
改
良
整

©
を

必

•
!•
ど

す
 

る
は
、

論

を

俟

た

す

。

.

|

;

ニ
"
W
賣

業

の

新

設
J 

 ̂

烟
專
賣

|

:

瑰
行
の
烟
酒
公
賣
桃
は
"
：
尙
-■
-
•
.
部

地

方

の

實

施

に

止

} 

-
,
 

.

. 

i

|

ま
り
、
全
國
に
普
及
せ
ず
、
且
つ
务
は
公
寶
な
る
も
、

V

ー，秫
の
收
稅
請
負
制
度
に
し
て
"
所
謂
烟
酒
及
酒
類
の 

|

國
家
祺
賣
制
度
に
は
あ
ら
ざ
る
な
6
、
故
に
此
好
稅
源 

|

に
對
し
て
は
、
完
佥
な
る
麻
寶
制
を
施
行
す
る
の
必
毁 

一
::
あ
り
？
民
國
八
苹
度
の
酒
烟
草
歲
入
豫
算
に
は
、
菸
酒 

I
:.

公
寳
稅
、菸
酒
桃
、
菸
酒
牌
照
稅
合
計
三
千
四
十
海
元
を 

計
上
し
た
る
が
、若
し
烟
草
の
佥
國
W
賣
制
を
定
め
、酒 

ノ
稅
の
增
率
を
行
は
ば
、
此
兩
者
ょ
6
得
る
歲
入
を
1
僦 

以
上
に
達
せ
し
む
る
こ
ぜ
は
極
め
て
容
易
な
る
ベ
く
、
 

整
理
の
方
法
宜
し
き
を
得
‘て
、
擻
年
を
經
過
せ
ば
，
ニ 

H
億
の
歲
入
を
見
ん
乙
S
亦
.至
雛
に
め
ら
ざ
る
可
し
、
 

喺
だ
外
烟
に
對
し
て
ヽ
禁
止
的
高
率
を
實
施
す
る
に
あ

第九號一六玉



第
す
六
怨(

1

3七
〇)

0

錄
.

ら
ざ
れ
：ば
，
縱
令
^:
賣
制
を
實
施
す
ど
雖
も
、
著
し
き 

效
果
は
見
る
可
ら
ざ
る
な
り
。
：.

,

'

-

i

.
度
贽
衡
を
¥

賣
に
付
せ
ば
、
其
利
益
ニ
ぁ
&
、
即
ち 

^
，

( 

一
 

I

〕

全
隊
の
度
通
衡
を
劃
|
.
_せ
し
む
る>

j y

し

’ 

(

一一)

E

一
 

額
な
る
收
入
を
得
る
の
可
能
な
る
乙
€

趟
な
ぅ

。

\ 

:,
:

:

.

.き
一
節
ビ
官
產
の
»

理

ト

.

;

:,
!

:a
g

の
宫
產
は
，
土
地
淼
林
官
房
等
ぁ
る
も
、
皆

顿j

 

營
の
當
を
得
ざ
る
が
故
p
、«
收
入
は
甚
だ
少
額
な
り
、\ 

今
後
貌
く
if
頓
を
加
へr

.
^

政
府
自
か
ら
經
營
す
る
能\ 

は

ざ

る

も

の

、
拂

下

を

?f
ふ
べ
し
、
又
森
林
に
.至
む
て| 

は
卜
水
患
を
大
な
る
關
係
を
有
す
る
が
故
に
、
政
&
自

|

第

九

號

一
六
六 

ノ
信
賴
す
る
：に
足
ら
ず
、
民
國
成
立
以
來
、
豫
稱
の
■
成 

一
一
一
四
囘
に
亘
る

も
、
此
等
も
實
施
す
る
こ
と
な
き
が
故
、
 

.
其

信

ず

べ
か

ら

ざ
^
は

、

宣
統
三
年
の
豫
算
ど
異
な
る 

乙V
J

な
し
。
現
に
财
政
を
整
理
せ
ん
ビ
欲
せ
ば
、
豫
稱 

の
編
成
施
行
は
、
極
め
て
重
恶
な
る
こ
ビ
な
.

0
、
_
だ 

像
稱
は
須
C

全
圈
の
財
政
を
整
理
す
る
こ
^
に
着
手
せ 

ざ
る
可
か
ら
ず
、
蓋
し
現
在
谷
省
財
政
の
實
際
の
收
入 

.支
出
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
豫
算
を
編
成
す
る
の
曲
^
し
、
 

故
^
各
密
財
務
行
政
官
廳
に
命
じ
て
、
歷
年
實
際
の
收 

入
支
出
を
調
赍
し
、
每
年
!il
家
ど
地
方
ど
の
行
政
經
费 

を
確
定
し
"
豫
算
を
編
成
し
、
.教
々
實
行
す
べ
し
。

«

七

章

國

售

の

開

發

：

识

政

は

產

業

の

發

連

^

大

な

る

關

係

を

有

す

づ

藥

し
 

關

民

の

產

業

發

達

す

れ

ば

>

 

租

稅

の

負®

力
は
、
必
ず

か
ら

.保
管
す
る
を
得
策

^
す
，,1

き
な

h
-
o 

丨

第

六

寧

豫

算

制

度

の

] ®
立

-

M

l
朝

W

代
各
部
各
®

の

收

入

支

出

增

進

し

、

：

羅
の
財
政
自
か
ら
甯
裕
ど
な
る
べ
し
、
今 

1

1

の
討

f

ぐ
、
宣

統

三

部

に

至

气

始

め

て

豫

算

t

界

各
'國

の

人

民

の

負

擔

は

、

我

國

民

の

負

1

ょ
り
數 

の
f
f成
を
見
へ
然
る
に
.此

も

I-

紙
空
文
に
過
ぎ
中
し
て
、

+
倍

數

西

倍

せ

る

も

、
皆
痛
を
域
t

る
程
度
反
づ
て
を

i

i

f

- 
一
 

i
g
.
_
.

一-一.ド
. 一.
c 

'
r
=
. 

一-!

に 
g
r一
 UIL」L

_
I
S

中

驚

卿

财

參

證

W

E

ょ

6

輕

き

は

.、

其

原

因

何

處

に

蒋

す

る

や

、

' 1
し
 

M

R

,產

業

の

發

達

せ

ろ

か

赉

か

に

存

す

る

.も

の

な

h

v
、

:

故
：に
我
_

の
財
政
を
し
て
、
货
裕
な
ら
し」

め
ん
t

欲
せ 

ば
、
;:
:

_
民
の
康
業
を
開
發
丨
、
以
プ
負
擔
能
カ
を
增
加 

せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
然
る
に
產
業
を
開
發
せ
んV」

欲
せ
一 

ば
ノ
關
税
を
增
徵
せ
ざ「

る
可
か
ら
す
、
其
.故
は
我
]̂
の
一 

康
業
は
ヽ
：尙
幼
稚
に
し
て
、
保
護
政
策
を
採
ら
ざ
る
可
一 

か
ら
'
?れ
ば
な
り
、
然
り
ビ
雖
も
"
我
阈
資
本
缺
乏
せ
一 

'を
を
以
て
、
又
開
放
主
義
を
採
：る
を
宜
し
^

す
、
兩
者 

の
間
妒
»

酌
し
ヽ
各
秫
產
業
の
_

質
を
以
て
標
準
だ
し

、\ 

棉

S

絲
茶
®

の
如
>

最
も
保
譴
す
べ
&

も
の
に
し
て
、

：| 

普
通
の
*

業
の
'
如
き
は
、最
も
開
放
す
べ
き
も
の
な
り
、

j 

，外
^

我
阈
內
に
投
贽
し
て
生
す
る
利
益
は
、
彼
は」

ー
一
四j 

制
を
得
る
に
、
我
常
に
六
七
割
を
得
る
故
に
適
當
な
る 

外
資
は
I利
用
す
べ
き
も
の
な
り
。

第

十

六

翁

(
1

三
七
一〕

新
刊
紹
介

l
〇
s
a)
D
l
l
r
. 

r
o
h

rt
)
p

:—
I
n
s
u
r
a
n
c
e

 
A
g
a
i
n
s
t

 

u
n

e
m

p
l

o
y

m
e

n
t

 

P
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s
.

 

I

广 
s

w
 

c

%
(/
〇
n 

L
t
c
l

ニ 

L
o

n
d

o
n

,

 

1
9
2
1

'

失
業
の
現
代
產
業
組
織
の
最
も
根
强
さ
疾
患
て
あ 

る

。

企
業
家
ば
勞
働
者
を
利
州
し
て

利
潤
を
擧
げ
得
る 

S
合
に
の
み
勞
働
^

を
利
用
す
る
、

3
ぅ
し

て

若
し
こ 

れ
に
ょ
り
て
利
澗
を
得
る
こ

ビ
が
出

來

な

S

揚

合
に 

は
、
企
槳
家
は
勞
働
者
を
用
扮
な
く
解
爝
す
る
。
解
塯 

-

は
企
業
家
ど
勞
働
渚
を
の
關
係
の
最
後
で
あ
る
、
企
業 

家
は
そ

れ

以
上
勞
働
者
を
願
虛
す

る

責
忸
を
有
た
な 

い
。
生
活
の
唯I

の
資
源
で
あ
る
勞
働
力
の
版
路
を
失 

つ
^
勞
働
者
自
身
、
そ
の
後
の
生
活
に
對
す
る
貴
任
を 

負
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
失
業
は
勞
働
者
に
對
す

る

絕 

太
な
脅
威
.で
あ
.る
。
^
-
ぅ

し

て

こ

の
脅
威
を
蒙
る

も

の
 

は
.國
民
の

四
分1

の

多
數
を
箅
す
る
、
且
つ
夂
⑩
の
發
 

生
は
現
代
の
產
業
組
織
に
：由
緣
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

筇

九

號
 

一
、>v
rb


